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科学技術振興機構報 第１６６７号 

令 和 ６ 年 ２ 月 ９ 日 
 

東京都千代田区四番町５番地３ 
科学技術振興機構（ＪＳＴ） 
Tel：03-5214-8404（広報課） 
URL https://www.jst.go.jp 

 

第２回科学技術振興機構債券の発行について 

～大学ファンドによる世界最高水準の研究大学の実現へ～ 
 

ＪＳＴ（理事長 橋本 和仁）は、「第２回科学技術振興機構債券（財投機関債）」を発行

することとし、令和６年２月９日に発行条件を決定しました。 

大学ファンドは、第６期科学技術・イノベーション基本計画等に基づき、国際的に卓越

した科学技術に関する研究環境の整備・充実、優秀な若年研究者の育成、および活躍の推

進に資する活動などに対して、長期的かつ安定的に支援するための財源を確保する目的で

創設され、ＪＳＴがその運用を担っています。本起債により調達した資金は、大学ファン

ドの運用資金として充当されます。 

大学ファンドの運用益は、世界最高水準の研究大学の実現を目指す｢国際卓越研究大学｣

に対する支援や、全国の優秀な博士課程学生への経済的支援に活用されます。 

本起債による大学ファンドの運用益からの支援を通じて、日本のイノベーション・エコ

システム注）の構築に貢献していきます。 

 

なお、科学技術振興機構債券の詳細については下記のホームページを参照してください。 

ＵＲＬ：https://www.jst.go.jp/all/about/bond/index.html 

 

＜用語解説＞ 

注）イノベーション・エコシステム 

生態系システムのように、それぞれのプレーヤーが相互に関与して、自立的にイノベーショ

ン創出を加速するシステム。 

 

＜添付資料＞ 

別紙：第２回科学技術振興機構債券の概要 

 

＜お問い合わせ先＞ 

科学技術振興機構 経理部 経理課 

〒332-0012 埼玉県川口市本町４丁目１－８ 川口センタービル 

平井 光宏（ヒライ ミツヒロ） 

Tel：048-226-5613 Fax：048-226-5652 

E-mail：bond[at]jst.go.jp   
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＜科学を支え、未来へつなぐ＞ 

例えば、世界的な気候変動、エネルギーや資源、感染症や食料の問題。私たちの行く手にはあま

たの困難が立ちはだかり、乗り越えるための解が求められています。ＪＳＴは、これらの困難に

「科学技術」で挑みます。新たな価値を生み出すための基礎研究やスタートアップの支援、研究戦

略の立案、研究の基盤となる人材の育成や情報の発信、国際卓越研究大学を支援する大学ファンド

の運用など。ＪＳＴは荒波を渡る船の羅針盤となって進むべき道を示し、多角的に科学技術を支え

ながら、安全で豊かな暮らしを未来へとつなぎます。 

ＪＳＴは、科学技術・イノベーション政策推進の中核的な役割を担う国立研究開発法人です。 
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第２回科学技術振興機構債券の概要 

 

債券の名称 第２回科学技術振興機構債券 

年限 ２年 

発行額 ２００億円 

利率 ０．２１５パーセント 

発行日（払込日） ２０２４年（令和６年）２月２０日(火) 

償還日 ２０２６年（令和８年）２月２０日(金) 

担保 一般担保付 

主幹事証券会社 

事務主幹事 三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社 

共同主幹事  野村證券株式会社 

共同主幹事  みずほ証券株式会社 

受託会社 株式会社三井住友銀行 

格付 ＡＡ＋（株式会社格付投資情報センター） 

 

別紙 


